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「

達

布

山

（

そ

の

１

）
」

 

 

明

治

９

年

に

、

石

狩

川

か

ら

入

っ

て

幌

向

川

、

幾

春

別

川

、

幌

内

川

沿

い

に

「

石

炭

山

道

」

が

造

ら

れ

た

。 
 

同

年

９

月

に

、

後

に

初

代

の

総

理

大

臣

に

な

っ

た

伊

藤

博

文

が

、

幌

内

煤

田

（

炭

田

）

を

訪

れ

た

。 
 

そ

の

３

カ

月

前

の

６

月

に

は

、

開

拓

使

の

松

本

一

郎

判

官

が

、

ア

イ

ヌ

人

を

道

案

内

に

幌

内

に

入

り

、

タ

ッ

プ

山

に

も

登

っ

て

い

る

。 
 

「

山

頂

に

達

し

て

目

を

放

っ

て

眺

望

す

れ

ば

、

石

狩

州

（

雨

竜

、

樺

戸

、

空

知

、

夕

張

、

札

幌

、

石

狩

六

郡

）
、

胆

振

州

（

千

歳

、

勇

払

、

白

老

三

郡

）
、

後

志

州

は

小

樽

、

高

嶋

諸

山

を

一

瞬

に

見

る

…

石

狩

平

原

は

広

く

、

大

川

（

石

狩

川

）

が

そ

の

間

に

注

ぎ

、

運

輸

の

便

も

よ

く

、

古

人

が

石

狩

平

原

を

北

海

道

の

中

心

と

い

う

の

も

よ

く

分

か

る

。 
 

今

後

石

狩

平

原

を

見

よ

う

と

す

る

人

は

、

こ

の

山

に

登

れ

ば

よ

い

」

と

記

し

て

い

る

が

、

現

在

の

山

頂

の

展

望

台

か

ら

も

、

そ

ん

な

に

遠

く

ま

で

望

め

る

と

は

思

わ

な

い

が

、

昔

は

空

気

が

澄

み

、

緑

の

原

始

林

が

無

限

に

広

が

っ

て

い

た

か

ら

、

割

合

よ

く

見

え

た

の

か

も

知

れ

な

い

。 
 

ア

イ

ヌ

語

で

タ

プ

・

コ

プ

、

峰

の

丸

い

、

尾

根

に

こ

ぶ

の

あ

る

意

で

道

内

で

も

同

じ

地

名

が

何

カ

所

か

あ

る

。

い

ち

き

し

り

原

野

に

低

く

突

き

出

た

連

峰

の

中

で

、

最

も

高

く

標

高

約

１

４

４

ｍ

あ

る

。 
 

開

拓

地

に

初

め

て

く

わ

を

入

れ

た

人

た

ち

が

、

切

り

倒

し

た

木

の

間

に

し

か

空

が

見

え

ず

、

幾

年

か

後

に

、

よ

う

や

く

周

り

が

拓

け

て

き

て

「

あ

そ

こ

に

山

が

…

と

初

め

て

分

か

っ

た

」

と

い

う

ほ

ど

の

、

う

っ

そ

う

と

し

た

密

林

の

中

で

「

ア

イ

ヌ

の

人

た

ち

が

、

そ

う

高

く

も

な

い

山

な

の

に

、

な

ぜ

タ

ッ

プ

と

呼

ん

だ

の

か

」

と

不

思

議

に

思

っ

て

い

た

が

…

。 
 

し

か

し

、

山

す

そ

に

広

が

る

原

野

に

は

、

幾

春

別

川

が

ジ

グ

ザ

グ

に

蛇

行

し

、

増

水

の

度

に

川

筋

が

変

わ

っ

て

、

そ

の

間

を

熊

が

鮭

な

ど

の

獲

物

を

求

め

て

駆

け

回

り

、
「

イ

チ

キ

シ

リ

」
は

ア

イ

ヌ

語

で

熊

の

足

跡

の

多

い

と

こ

ろ

、

ま

た

原

野

は

「

サ

ラ

・

ヌ

プ

や

キ

・

ヌ

ブ

」

〜

あ

し

の

野

・

あ

し

の

原

と

呼

ば

れ

、

湿

地

帯

に

は

広

く

あ

し

や

か

や

が

生

い

茂

り

、

獲

物

を

求

め

て

丸

木

舟

で

川

を

さ

か

の

ぼ

る

ア

イ

ヌ

の

人

た

ち

に

は

、

頂

の

丸

い

タ

ッ

プ

山

が

、

よ

く

見

え

て

い

た

の

か

も

知

れ

な

い

。 
 

山

ふ

と

こ

ろ

ま

で

広

が

る

幾

春

別

川

は

、

獣

や

鳥

の

ほ

か

、

魚

や

貝

、

カ

ニ

な

ど

の

獲

物

も

豊

富

で

、

達

布

山

か

ら

西

方

に

連

な

る

峰

や

先

端

の

「

太

陽

の

丘

」

か

ら

は

、

石

斧

や

や

じ

り

な

ど

の

石

器

も

多

く

発

掘

さ

れ

、

先

住

民

に

と

っ

て

は

居

心

地

の

よ

い

所

で

あ

っ

た

ら

し

い

。 
 

明

治

1 4
年

、

集

治

監

建

設

の

た

め

、

春

先

の

残

雪

を

踏

ん

で

、

こ

の

山

の

調

査

に

入

っ

た

初

代

の

渡

辺

惟

精

典

獄

（

刑

務

所

長

）

が

、

道

案

内

の

ア

イ

ヌ

に

聞

く

と
「

タ

プ

コ

プ

」
と

い

う

の

で

タ

ッ

プ

と

記

し

、

こ

の

時

三

笠

山

の

名

も

記

録

に

残

し

て

い

る

が

、

こ

の

二

つ

の

山

間

の

坊

主

山

を

、

山

容

が

象

の

頭

に

似

て

い

た

の

か

、

象

頭

山

と

記

し

た

が

、

こ

の

名

は

後

世

に

残

ら

な

か

っ

た

。 
 

古

代

に

、

仏

陀

（

お

釈

迦

様

）

が

説

法

を

し

た

山

に

象

頭

山

が

あ

る

。 

達 布 山 展 望 台  


